
令和 7年度仁木町地域おこし協力隊活動報告書

令和 7年度における活動内容記入願います。

氏名 川上 あゆ 活動年数 2年

活動目標

１．観光協会の自主財源確保に向けた商品開発及び町外への観光 PR活動
①町内の果物や葡萄の葉などの素材を活かしたピアスやコースターなどを作成し、
Instagram等による情報発信と合わせて、観光管理センター内にて販売する
②地元農家、農園へ研修
③町内の果樹や農作物等の様子を SNSに投稿し、観光PRを図る
④新しいお土産品の開発
２．ネイルサロンの開業準備
開業準備及びネイルの技術力等の向上

活動内容

１．観光協会の自主財源確保に向けた商品開発及び町外への観光 PR活動
①町内の果物や葡萄の葉などの素材を活かしたピアスやコースターなどを作成し、
Instagram等による情報発信と合わせて、観光管理センター内にて販売する
町内の果物やブドウの葉などの素材を生かしたピアスや箸置きを制作し、Instagram
での情報発信とあわせて観光センター内で販売を行いました。町の資源を活用した
商品として、来訪者へのPRにつなげることができました。
②地元農家、農園へ研修
地元農家や観光農園へ訪問し、栽培や収穫作業等の研修を行った。天候や作業状況
の影響により参加できない時期もあったが、計７回の研修を実施しました。さくら
んぼやプルーン、もも、ぶどう、ミニトマトなどの栽培に触れることで、町の特産
品への理解を深めるとともに、農家の方々との交流を図る機会となりました。
③町内の果樹や農作物等の様子を SNSに投稿し、観光PRを図る
町内の果樹や農産物、景観の魅力を伝えるため、SNSでの発信を行いました。自身
の活動であるネイルと仁木町の景観を結びつけ、景観と連動したネイルチップを制
作して Instagramに投稿するなど、視覚的に町の魅力を発信しました。あわせて観光
農園のPRも行い、観光促進につながる発信を行いました。
④新しいお土産品の開発
新しいお土産品の開発として JAと連携しジャムの商品化を進め、パッケージデザイ
ンや瓶のサイズ選定を担当しました。いちご 32 個、りんご 30 個、プルーン 31個、
ブルーベリー75 個、ハスカップ 71個、さくらんぼ 62個の合計 301 個を販売し、町
の特産品 PRと自主財源確保に貢献することができました。
２．ネイルサロンの開業準備
開業準備、ネイルの技術力等の向上
ネイルサロン開業に向けた準備として、ネイル技術向上のためのセミナーを受講し、
技術力の向上に取り組みました。あわせて町の景観とネイルを組み合わせた発信を
行い、開業に向けた基盤づくりを進めました。



自己評価

●一年間の自己評価及び進捗状況
初年度から観光協会のイベントや地域活動に参加し、地域住民や周辺市町村との交
流を深めることができたと感じています。さくらんぼフェスティバルではキッズイ
ベントを 2年連続実施し、地域交流の場づくりに取り組みました。また、観光管理セ
ンターでのネイル体験を行い、ネイル活動の認知度向上と技術向上につなげること
ができたと思います。
2年目は、商品開発や SNSを活用した観光 PR活動に取り組み、町内の素材を生か
したアクセサリー制作やジャムのお土産品開発、ネイルと町の景観を組み合わせた
情報発信などを行いました。これらの活動を通じて、町の魅力を新しい形で発信する
ことができたと感じています。
これまでの活動で築いた地域とのつながりや経験を生かし、3年目はネイルサロン開
業に向けた準備をさらに進めながら、地域との交流や観光 PRにつながる活動を継続
していきたいと考えています。

抱負

3年目は、これまでの活動で築いてきた地域とのつながりや経験を生かしながら、
より地域に根ざした活動を展開していきたいと考えています。これまで継続して行
ってきた農家や農園での研修を通して、特産品の栽培や販売の流れについて理解を
深めてきました。今後はその経験を生かし、イベントでの販売やPR活動などにもつ
なげていきたいと思っています。
また、定住に向けてネイル活動の収入源確保にも取り組み、本格的な営業が始まる前
からネイルの魅力や楽しさを広く知ってもらえるよう発信を続けていきたいと考え
ています。
3年目はこれまでの活動を形にしていく大切な 1年として、地域との関わりを大切に
しながら取り組んでいきたいです。

その他 応急手当普及員



活動写真

↑研修先風景↓ ↑仁木町の素材で作った
アクセサリーなど

↓加工研究会にて研修



↑さくらんぼフェスティバルにてキッズプラバン体験



↑季節の果物や花モチーフネイルチップ↓

↓ネイルイベント一部




